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研究成果の概要（和文）：一年目は近現代フランスのさまざまな思想家の著作を読み、そこに現

れる身体観を、愛・性・家族の諸問題を通じて解き明かすことに努めた。この準備作業を経て、

二年目の秋に国際シンポジウム「結婚の脱構築――レヴィ=ストロース、ボーヴォワール、クロ

ソウスキー、デリダ」を開催し、海外の研究者らとともに、20世紀フランス思想に現れる身体

の諸問題を、「結婚」という具体的な例に即して思考することを試みた。 

 
研究成果の概要（英文）：In the first year, we read French modern and contemporary thinkers, 
trying to seize their theory of body through inextricable problems of love, sexuality 
and family. Then, at the autumn of the second year, we organized an international 
conference “Deconstruction of Marriage – Levi-Strauss, Beauvoir, Klossowski, Derrida”, 
to describe through the concrete example of marriage the problems of body in the 20th 
century French thought with the collaboration of over-sea researchers. 
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１．研究開始当初の背景 

DC, PD でフランス近現代思想における身
体論を、科学的・芸術的・政治的な観点から
検討するうちに、豊かな思想的鉱脈であるフ
ランス近現代思想の身体論にもおそらくは
一つの「方向性」とも言うべきものが孕まれ
ていることが明らかになってきた。それが、
「（非）有機的 (non)-organique」、すなわち
身体外技術を絶えず取り込んでいく身体を
根幹に据える身体論である。 

ただし、科学・芸術・政治の観点から身体
を見ることは、問題を多角的に検討する上で
貴重であったが、切り離された個別的な諸側
面を再び統一的な観点から眺めるには限界
があった。（非）有機的身体論をさらに精緻
に検討するには他の多角的かつ統一的な視
点が必要であった。この欠けていたものをも
たらしてくれるように思われるのが、「愛・
性・家族において制度づけるものとしての身
体」という観点である。 
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２．研究の目的 
「研究活動スタート支援」では、この新た

な研究の第一段階として、19-20 世紀フラン
スの思想家たちの身体論を、恋愛論・性愛
論・家族論との関連において、「身体を通し
て人間の生を制度づけるもの」の思考として
取り上げ、２年間の研究期間で、ありうべき
新たな身体論（制度づけるもの institution
としての身体）の理論的可能性を探ることを
目的とした。 
 
 
３．研究の方法 

上記の研究目的を達成するための具体的
な研究計画・方法としては、 
（１）まず、ＤＣ２、ＰＤで行なった研究

プロジェクトをさらに深化させていくこと、
これまでに扱いえなかった思想家・テクスト
を取り上げることで、我々がこれまで 19・20
世紀フランス思想に確認しえた、「（非）有機
的」な（身体外技術を無際限に取り込んでい
く）身体論の基本的な方向性をより精密に捉
え直すことである。 
 
（２）次に、新たに取り上げるそれらのテ

クストを新たな観点から取り上げること、す
なわちそれらのテクストにあらわれる身体
論を「愛」「性」「家族」の側面から焦点化し
ていくことで、フランス的身体論の可能性と
限界を見定めることである。ここでは後述す
る「ポストセクシュアル」の観点が重要にな
ると思われる。 
 
 
４．研究成果 
（１）第一点（ＤＣ２、ＰＤで行なった研

究プロジェクトをさらに深化させていくこ
と）に関しては、2009 年 10 月に法政大学で
行なわれた国際シンポジウムで、ベルクソン
とドゥルーズの生気論的な政治哲学を比較
する発表（発表⑪）、また、2010 年 3 月にま
ずは明治大学でベルクソンとシモンドンの
想像力論・記憶論を比較する発表（発表⑧）、
次いで同月、福岡の九州日仏学館でベルクソ
ンとドゥルーズの記憶論を比較する発表（発
表⑦）など計 9つの発表を行ない、計 8 本の
論文を執筆・公刊することでその目的を一定
程度達成したと考える。 
 
（２）第二点（身体論を「愛」「性」「家族」

の側面から焦点化していくこと）に関しては、
2010 年 11 月 17 日に大阪大学で（発表③）、
2010年 11月 20日に九州日仏学館で（発表②）、
2011 年 2 月 10 日にはフランス・ENS で（発
表①）、愛・性・家族の結節点としての「結
婚」に関する哲学的な考察をめぐる国際シン
ポジウムを開催することで、自分自身発表す

るとともに、他の講演者（フレデリック・ケ
ック、パトリス・マニグリエ、大森晋輔の各
氏）との意見交換によって、さらなる発展を
見ることができた。そこでは「ポストセクシ
ュアル」の観点が重要になってきた。この点
に関する発表は計 3本行ない、いずれも論文
化が進行中である。 
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京日仏会館（恵比寿）） 
⑦ Hisashi Fujita, « Déjà-vu : la 
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fantôme" merleau-pontienne », Journée 
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l'Université de Tokyo, 2009.10.28 
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